
当所ＨＰに過去の情報を掲載しています 
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神奈川県水産技術センター 

                 2006/10/02 
 
 漁業調査指導船江の島丸江の島丸江の島丸江の島丸により東京湾調査を実施しました｡ 

 

○全般にやや水色がよいです｡ 

○５番ブイ近くでミズクラゲが多くみられました｡ 

○水温は表層で表層で表層で表層で 21212121℃℃℃℃台で､底層では底層では底層では底層では 17171717～～～～21212121℃℃℃℃台､ 

水温差は１～４℃水温差は１～４℃水温差は１～４℃水温差は１～４℃程度あります｡ 

○貧酸素水塊（貧酸素水塊（貧酸素水塊（貧酸素水塊（2.5ml/l2.5ml/l2.5ml/l2.5ml/l））））は縮小し、溶存酸素量はやや改善しま

したが、まだまだ低めです｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

底層の溶存酸素量(ml/l) 

発行 神奈川県水産技術センター 

    資源環境部      

   電話 046(882)2313   


